
Creative Minds
Global Experiences
Worldwide Perspectives
グローバル人材育成特別コースでは、学部での専門教育をベースに、
海外体験を組み込んだ特色ある独自のプログラムにより、
グローバル社会のリーダーとして実践的に活躍できる人材を育成しています。

グローバルリーダーに必要な
５つの能力を育成　

専門性
固有分野に

おける
　高度な専門知識

洞察力
グローバルな
社会変動の

実態を洞察する力

会話力
高度な外国語力と

　　コミュニケーション力

精神力
グローバルな

社会を牽引する気概

教養
地域文化・日本文化
に対する深い理解と

アイデンティティ



第76回日米学生会議本会議「表現と規制」分科会
集合写真

グローバル人材育成特別コース第10期生
工学部
2022年入学
徳島県立城東高等学校出身

第75回日米学生会議（日本、台湾）に参加
第76回日米学生会議（日本、アメリカ）
実行委員として参加
国際労働機関（ILO）主催

『ILO Youth Congress』に参加

志田　夏音

入学から修了まで

かがやく先輩の声

学部に所属しながら学べる国際色あふれるプログラム

海外留学・
グローバル実践科目

語学研修・交換留学・
インターンシップなど

グローバル
リーダーシップ

 科目

英語力養成
プログラム
（SPAcE）

全学共通科目
・英語科目 所属学部のカリキュラム

専門教育科目

語学力チェック
入学者一斉テスト

修了入学 選抜申請
４月中旬締め切り

コースでの学び

英語でのディスカッションや
プレゼンテーションを取り入
れたネイティブ教員中心の
授業で、海外留学に必要な
語学力を鍛錬。社会問題を
英語で議論。グローバルな
視野を身につける。

個々の学修計画に応じ
て多様な形式で、留学
やインターンシップ、国
際会議や国際交流に挑
戦してグローバルリー
ダーに不可欠な能力を
育む。

異文化とともに自分の国を知り、
SDGsに関連する多彩な授業で、
世界が抱える課題やグローバル
社会の在り方を学び、コミュニ
ケーション力を養う。

グローバル人材育成特別コースで身につける！

豊かな な� 思考
に活躍！

　漠然と海外への憧れを抱きながらも、家にこもって欲望のままに過ごす日々に魅力を感じていた私に
とって、英語は一番の苦手科目でした。そんな大学入学時の自己分析を経て、「英語を習得せざるを得な
い環境に所属しなければ、４年後の自分が後悔する」という危機感が芽生え、このコースを希望しました。
　いざ大学生活が始まると、想像以上に自分の英語力の低さを痛感しました。そんな中、このコースで
出会った人々が様々な挑戦を経て輝く姿に刺激を受け、縁あって日米学生会議への挑戦を決意しました。
選考を経て参加した会議では、日々勢いよく流れ込む真新しい価値観によって、確固たると思っていた自
分の基準が何度も崩れ、再構築されていく感覚を味わいました。その中で、事象ごとに何を感じ、どん
な形で消化して自分に取り込むかが大切であることに気がつきました。そしてついに念願の海外にも飛び
出すことができました。最終的には実行委員としても活動し、約１年半もの間日米学生会議の一員として
貴重な時間を過ごしました。
　内向的生活を防止するための選択でしたが、今では
このコースでの稀有な経験が、未来の自分を確実に強く
していると実感しています。それは、日米学生会議をは
じめ、このコースに所属することで得た経験と出会いに
語学力以上のものを教えていただいたからだと思ってい
ます。海外で活躍する建築士を目指しているため、その
目標に向かって、今後も精進します。



ウガンダでの活動

経済学部短期海外研修（ECBO）
ワット・プノン（カンボジア）にて

　「国際的なことに興味がある…」という漠然とした気持ちでグローバル人材育成特別コースに入った私で
すが、異文化理解から英語での専門トピックディスカッションまで、このコースでは様々な学びの場があり、
実践的な力を養うことができました。そして何より、普段の学部中心の生活では触れ合う機会のあまりない、
学部を越えた多様な仲間たちとの出会いが印象に残っています。
　授業だけでなく、留学や短期研修、課外活動のプログラム・サポートも充実しており、私もイギリスへの
約1年間の交換留学等を通じて、世界に視野を広げるとともに、「外から内を見る」経験を通じて、日本の
諸課題への関心、日本と世界を繋ぐ活動への興味が湧きました。
　そして大学卒業後、日本と世界を繋ぐ一助になることを目指して国際協力機構（JICA）に入構しました。
2025年6月からは、戦争が続くウクライナの首都キーウに駐在し、復旧・復興を支える活動に従事してい
ます。正解のない、難しいことだらけですが、だからこそ非常にやりがいを感じながら日々取り組んでいます。
　大学生活には沢山の魅力的な機会があり、何をすれば良いのか不安になることもあると思います。その
中で、是非To Doと同時にTo Beを考えてみてください。あれに参加する、あの職業に就く、という目標も
とても大切ですが、「それらを通してどんな人間になりたいのか」を考えてみることで、ぶれることなく自分
の道を切り開いていけると思います。さらに言えば、

「自分がどんな人間になりたいか」をさらに推し進め
て、「どんな社会を作りたいか」を考えること、To 
Beの範囲を自分から社会に広げてみることで、自
分の人生を掛けたやりがい、生きがいを見つけるこ
とに役立つと思います。正しい／間違いはなく、生
涯考え続けていくものだと思うので、心の片隅に置
きつつ、グローバル人材育成特別コースの素敵な仲
間・先生方と話してみるのもおすすめです。

卒業生からのメッセージ

コース出身者の活躍の場は
広がっています　
＜進路状況＞

外務省ほか官公庁、地方公務員、公立高等学校教員、病院、JICA、三井物産、川崎重工業、日揮ホールディン
グス、住友化学、住友電気工業、パナソニック、日本ヒューレット・パッカード、ブリストル マイヤーズ スクイブ、
ヘルシンキ大学大学院進学（フィンランド）、ソウル大学国際大学院（韓国）、岡山大学ほか大学院進学など

グローバル人材育成特別コース第５期生
法学部　2021年３月卒業
広島県立三原高等学校出身
現在、JICA独立行政法人国際協力機構
に勤務し、ウクライナ駐在中
エディンバラ大学（イギリス）留学
One Young World 2019
　ロンドン大会　日本代表団として参加
One Young World Tokyo Caucus
　アンバサダーとして運営に参加
岡山大学SDGsアンバサダー
留学準備デスクスタッフ
HultPrize2020　参加
＜在学時の受賞歴＞
岡山大学黒正賞受賞
岡山大学金光賞受賞

グローバル人材育成特別コース第11期生
農学部
2023年入学

WWOOF主催滞在型
　農業ボランティア研修（マレーシア）
経済学部短期海外研修
　ECBO（ラオス・カンボジア）
IAESTE海外インターンシップ（ドイツ）
ASEAN-Japan Virtual Cultural 
　Exchange program 2023に参加

You only live once - make it count !
　自分の人生をより色鮮やかなものにするために、私はいつも「さまざまな境界を越えていこう」と自分に言
い聞かせています。自分の安全な領域という見えない境界から、国と国の間にある目に見える境界まで、そ
れらを越えて成長したいと思っています。ですが、それを一人で実現するのは簡単ではありません。だからこそ、
私は自分のグローバル化への道を支えてくれる場所としてグローバル人材育成特別コースを選びました。
　このコースは、ただ理論を学ぶだけの授業ではなく、実際の国際的な経験を通して学べる貴重な環境で
す。授業を通して英語力を大きく伸ばすことができただけでなく、世界を多面的に見る力を身につけること
ができました。これは、将来大切な判断をする時に欠かせない力だと感じています。特に気に入っている
のは、クラスの活気と実践的な雰囲気です。授業中の多くのアクティビティでは、クラスメートと一緒に知
識を実践し、先生から直接アドバイスをもらうことができます。その経験を通して、チームワークや思考力
が大きく成長し、多くの人と出会って新しい関係を築くことができました。
　このコースで学んだスキルと仲間の支えのおかげで、私は観
光客としてではなく、さまざまな立場で新しい国々を訪れるこ
とができました。ECBOプログラムの学生としてカンボジアや
ラオスで学び、WWOOFの多文化ボランティアとしてマレーシ
アで活動し、IAESTEのインターンとしてドイツでも経験を積
みました。これらの活動を通して、世界の課題に直接向き合
いながら、自分の視野とつながりを広げることができました。
　私にとってグローバル人材育成特別コースは、単なる学び
の場ではなく、自分を国際的に成長させてくれる原点です。人
生の一歩一歩を大切に積み重ねながら、“多様なグローバル人
材”を目指して進んでいきたいと思います。

松本　颯太

な視点でな� 思考
世界が求める へ！

PHAN TRAN 
MINH TAM



種　　類 金　　額 　（派遣地域等により金額は異なる） 主な応募条件等

岡山大学
海外派遣学生支援事業

奨学金

５万円または３万円
派遣期間90日以上の研究留学（大学院生）の場合

40万円または20万円
返還不要

他の奨学金との併給不可
（「研究留学」は併給可）

学業成績等の審査あり

日本学生支援機構
JASSO

海外留学支援制度
（協定派遣）

８～12万円／月（派遣地域により異なる）
渡航支援金： 16万円（一定の家計基準を満たす者）
　　　　　　 　１万円（一定の派遣期間を満たす者）
　　　　　　※①②両方に該当する場合、①のみ
返還不要

成績・家計基準の
条件を満たす者

日本国籍もしくは
永住権を持つ者

留学プログラムごとに
大学から申請

※上記金額は予定です。変更になる場合があります。

留学を支援する奨学金制度

履修アドバイザー制度
　専任教員に加え、所属学部教員および教育推進機構英語系教員を履修アドバイザーとして配置し、専門教育
との両立や英語学習、留学に関する相談に応じるなど、コース生の学びをサポートします。

〒700-8530 岡山市北区津島中二丁目１番１号　岡山大学グローバル人材育成院（国際教育推進課）
TEL:086-251-8569　E-mail:global@adm.okayama-u.ac.jp　URL:https://global.okayama-u.ac.jp


